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期間延長及び時間短縮の形で2/3(木)～13(日)まで開催された『椿まつり』も終わり、春の訪れを感じる季節となりま

した。いよいよ３月が目前となり、学年末を迎えようとしています。１,２年生は１年間の締めくくりに向けて、また、

３年生は義務教育課程９年間の最終締めくくりに向けて、それぞれ仕上げに取り組んでいるところです。 

『花咲け 夢咲け 椿咲け !!』一人一人、そして学級、学年、学校全体に満開の椿が咲き誇ることを心から願っています。 

重ねて、引き続き、感染症拡大防止への御理解と御協力の程をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

椿中だより 第 11号   

保護者の方や地域の方々はもとより、たくさんの方々のお力添えによって椿中学校は支えられています。今年も皆様か

ら、学校に対する建設的な御提案を含め、多方面にわたる様々な御意見をいただきました。これらの貴重な提案を踏まえ

ながら、より一層、本校教育活動の推進に取り組んでまいります。本当にありがとうございました。なお、御協力いただ

きました『学校評価』は、3月末に椿中ＨＰでお知らせいたします。 

【学校関係者評価委員会】 

感染症拡大防止の観点から、今年度も例年２月開催の「学校関係者評価委員会」を書面開催とさせていただきました。 

評価委員は、町内会長や歴代の教育後援会長、ＰＴＡ会長などから１０名の皆様で構成されています。今年度は、年

間を通して、御来校いただく機会が本当に少なく、ＨＰ・椿中だよりや『２学期学校評価』（生徒・保護者・教職員の意

見）などを基に、御評価いただきました。 

以下は、いただいた主な意見です。 

 ○ 伝統的に挨拶がよくできている。黙礼する生徒にも好感が持てる。自ら進んで挨拶できる中学生は地域の宝です。

我々からの挨拶に返答のない生徒も若干いるが、継続して声掛けしていきたい。 

 ○ ＩＣＴ機器の持ち帰りなども始まり、学校教育の変革の波が感じられる。未来を担う子供たちに生きる力を根付か

せるために、これからもよろしくお願いします。 

○「家庭学習」が生徒・保護者・先生から共通の課題と見て取れる。ＩＣＴの活用も含めた取組に期待したい。 

○「登下校のマナー」について、危険な横断の目撃情報もあり、命を守るために一層のマナーアップが必要である。 

○ 生徒・保護者・先生が一体となって、いじめや差別を許さない人権感覚を磨いていく椿中であってほしい。 

※ なお、今年度も校則等について、生徒からの意見を吸い上げ、『校則等検討委員会』及び『生徒総会』で協議する

予定です。 

【変更】 3/18(金)に延期しておりました「1,2年合唱コンクール」は中止とさせていただきます。 


